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Integration サービスの概要
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• Volt MX Foundry 
Integration サービスは、あらゆ
るバックエンドシステムからデータ
を取得できます。

• ビジネスアダプターは、統合作業を
容易にするために、バックエンドオ
ブジェクトの検出をサポートします。

• テクノロジーアダプタは、Web
サービス（XML、SOAP、JSON）
を利用でき、また、Javaで独自の
アダプタを構築できます。
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Integration サービスの使用方法
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• Foundry の Integration サービス を使用すると、開発者は独自の利点を得られます。

• データがFoundryに返される際、クライアントアプリで必要なフィールドのみが返されるようフィルタリン
グされます。

• ネイティブアプリケーションではなく、サーバー上でデータの事前および事後処理を行えます。

• 他のIntegration サービスコールで使用するためにFoundryのユーザーキャッシュにデータを保存でき、クライ
アントアプリケーションでそのデータを管理する必要がありません。

• クライアントアプリケーションに送信する前に、返されたデータを処理できます。

• 複数のアプリケーションで使用するために、構成されたIntegration サービスの堅牢なライブラリを作成
できます。

• クライアントアプリケーションに影響を与えることなく、Foundryで修正/変更/改良を行えます - バックエ
ンドサービスが変わったからといって、新しいアプリをアップロードする必要はありません。

• Foundry は標準的なAPIを通じてこれらの Integration サービスを公開します。
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Integration サービスのリクエストフロー
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• リクエストはFoundryに送信され、定義されたフィルタが適用されます。

• その後、Volt MX Foundryは、構成されたプリプロセッサーに基づいてカスタムJava/JSコード
を実行してから、アウトバウンドコールを実行します。
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Integration サービスのレスポンスフロー
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• Volt MX Foundryは、XPath またはJSON Path を使用してバックエンドのペイロードから応
答パラメータの形式でデータを抽出します。

• データを抽出した後、Foundryは構成されたポストプロセッサーに基づいてカスタムJava/JSコー
ドを実行します。

• Volt MX Foundryは、変換されたレスポンス（JSON形式）をクライアントに送信します。
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Integration サービスの作成
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Integration サービス
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XML Integration サービス の作成
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オペレーションの作成
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Integration サービスの構成
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Operation Security Level （操作のセキュリティレベル）: Operation Security Level は、クライアントがこのオペ

レーションを呼び出す際に必要な認証方法を指定します。

Authenticated App Users
アプリに関連するIdentity Serviceを使用して認証に成功したクライアントにアクセ

スを制限する。

Anonymous App Users
必要なアプリキーとアプリシークレットを持つ、信頼できるクライアントからのアクセス

を許可する。Identity Serviceを介した認証は必要はない。

Public (すべてのユーザー)
任意のクライアントが認証なしでこの操作を呼び出すことを許可する。この設定は、こ

の操作を呼び出すためのセキュリティを提供しないので、可能であれば避けるべき。

Private (内部サーバーのみ)

外部クライアントからのこの操作へのアクセスをブロックする。これは、同じランタイム

環境内のオーケストレーション/オブジェクトサービス、またはカスタムコードからの呼

び出しを許可する。
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Integration サービスの構成 (続き)
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• 要求タブには、次の 2 つのセクションがあります。
• 本体

• ヘッダー

• 以下は、各リクエスト／レスポンス／ヘッダーパラメーターに設定されているプロパティです。

プロパティ 説明

NAME 自動入力されていない場合は、入力できます。入力されたクエリパラメータと一致すること

を確認してください。

TEST VALUE 値を入力できます。テスト値は、サービス設定のテストにのみ使用されます。

DEFAULT VALUE 必要であれば、値を入力できます。テスト値が空の場合、デフォルト値が使用されます。
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Integration サービスの構成 (続き)
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プロパティ 説明

SCOPE • Request: 

Request オプションを選択すると、デフォルト値およびテスト値を設定するオプションが表示されます。この

デフォルト値は、リクエストに値がない場合に適用されます。テスト値は、Volt MX Foundryコンソールから

のテスト時にのみ適用されます。

• Session:

セッション オプションを選択すると、値はセッションコンテキストから取得されます。この場合、デフォルト値お

よびテスト値は編集できません。

• Constant:

Constant オプションを選択すると、定数値を設定できます。この場合、デフォルト値とテスト値は編集でき

ません。

• Identity:

Identity オプションを選択すると、IDサービスのレスポンスに含まれるパラメータを使用できます。

• Expression (ヘッダーパラメーターとしてのみ利用可能):

Expression オプションを選択すると、その値に対して速度テンプレートの式を設定できます。この場合、デ

フォルト値やテスト値を編集できません。例: '$Session.param1 $Request.param2' ここで、

'param1' はセッションスコープから、 'param2' はリクエストスコープから取得されます。
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Integration サービスの構成 (続き)
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プロパティ 説明

DESCRIPTION パラメータに関する説明を入力できます。

DATA TYPE リストから値を選択します。

• String:

英数字と特殊文字を組み合わせたもの。UTF-8、UTF-16を含むすべてのフォーマットをサポートし、

最大サイズに制限はありません。

• Boolean:

trueまたはfalseとなる値。

• Number:

整数または浮動小数点数。

注： OpenAPI（Swagger） のすべての操作において、バイナリデータはサポートされていません。
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Integration サービスの構成 (続き)
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プロパティ 説明

RECORD ID 

(レスポンスパラメーターの場合のみ使用可能)

ネストされたペイロードの場合、レコード ID が入力されます。

COLLECTION ID 

(レスポンスパラメーターの場合のみ使用可能)

配列の場合、コレクション ID が表示されます。
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テスト操作
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XML出力
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XML ノード 拡大再送信のためのアイコン
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ツリーノード
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出力パラメータを作成するノードを
選択します。
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出力パラメータ
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結果の取得
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出力パラメータ - フラット化 (Flattened)
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出力パラメータ – 最終形 (Final)
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サービスのテスト
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シンプルなポストプロセッサー
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ポストプロセッサーコード
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//get the input and pass it as output

var strNewsType = request.getParameter("newsType");

var newOutputParam=new com.hcl.voltmx.middleware.dataobject.Param();

newOutputParam.setName("newsType");

newOutputParam.setValue(strNewsType);

result.setParam(newOutputParam);

var collectionDS = result.findDataset("channel");

var sizeOfRecords = collectionDS.getRecords().length;

newOutputParam = new com.hcl.voltmx.middleware.dataobject.Param();

newOutputParam.setName("articleCount");

newOutputParam.setValue(sizeOfRecords);

result.setParam(newOutputParam);
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ポストプロセッサーコード (続き)
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for (i = 0; i < sizeOfRecords; i++) { 

var datasetRecord = collectionDS.getRecord(i);

var varParam = new com.hcl.voltmx.middleware.dataobject.Param();

varParam.setName("newsType");

varParam.setValue(strNewsType);

datasetRecord.setParam(varParam);

var varParamTemplate = new com.hcl.voltmx.middleware.dataobject.Param();

varParamTemplate.setName('template');

varParamTemplate.setValue('flx' + strNewsType);

datasetRecord.setParam(varParamTemplate);

}
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ポストプロセッサーコード (続き)
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ポストプロセッサーコード (続き)
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公開後のテスト
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App Console
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App Console でのテスト
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App Console での結果表示
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Iris での Integration サービスの利用
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• 初期バージョン

• 入力パラメータと結果のセグメントを指定してIris
アプリを作成する

• Integration サービスを呼び出す
• パラメータを設定

• 結果をセグメントに読み込む

• 機能強化
• セクションを作成するためのコードの更新

• 単一選択または複数選択のセグメントを使用したテ
スト

• テンプレートあり/なしのテスト
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Iris での Integration サービスの利用 (つづき)
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• すべてのFoundryサービスは同じフローに従います
• アプリの初期化

• 認証

• Integration サービス・オブジェクトのロード

• 操作の呼び出し

• アプリの初期化は、IrisをFoundryに接続したときに達成されます。

• Integration サービスを利用するための手順は、Operation Security Levelオプションによっ
て異なります。

• Identity Service があり、Integration サービス に接続されている場合は、まずログインする
必要があります。

• Operation Security Level が Authenticated App User の場合、そのまま実行できます。

• 詳細は、ドキュメントを参照してください。



Copyright © 2022 HCL Technologies Limited  |  www.hcltechsw.com

Iris での Integration サービスの利用 (つづき)
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• アプリの初期化・認証
• Foundry に接続し、正しいアプリをアタッチしていることを確認します。

• Integration サービス に Identity Provider を使用している場合、ログイン処理を呼び出す必要があ
ります。

• Integration サービス オブジェクトのロード
• 認証が成功すると、login success のコールバックメソッドまたは他のイベントからサービスコールを呼
び出せます。

• Integration サービス オブジェクトをロードするには、次の API を使用します。
var client = voltmx.sdk.getCurrentInstance();
var serviceName = this.serviceConfig.SERVICE_NAME;
var integrationSvc = client.getIntegrationService(serviceName);

• Integrationオブジェクトがロードされると、このオブジェクトをベースにしたオペレーションを呼び出せ
ます。
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Iris での Integration サービスの利用 (つづき)
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• 操作の呼び出し

• オペレーションを呼び出すには、Integration オブジェクトの invokeOperation() API を使用
します。

invokeOperation(
operationName, 
headers, 
params, 
function(response) {

voltmx.print("Integration Service Response is:"+ JSON.stringify(response));}, 
function(error) {

voltmx.print("Integration Service Failure:"+ JSON.stringify(error));}, 
options)

• このAPIは、6つのパラメータを受け取ります。
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Iris での Integration サービスの利用 (つづき)
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パラメータ 説明

operationName 必須項目であり、操作名を入力します。

inputParams オプションのフィールドである。操作に入力パラメータが必要な場合は、ここで定義する必要があり

ます。入力されるパラメータが操作要求の入力フィールドと一致することを確認する必要があります。

header オプションのフィールドです。クライアントから渡されるヘッダー値があれば、それを指定できます。

ただし、Foundryレベルで処理することが推奨されます。渡すべきヘッダー値がない場合は、無視し

てもかまいません。一般的なヘッダ値としては、Accept、Accept-Charset、Connection、

Content-Typeなどがあります。

options オプションは、ネットワーク層の設定に役立つオプションのパラメータです。

success call-back オペレーションレベルのサクセスコールバックです。このメソッドは通常、データを表示するためのビ

ジネスまたはUIレベルのロジックを処理するために使用されます

error call-back オペレーションレベルのエラーコールバック
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Iris での Integration サービスの利用 (つづき)
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• この例では、セグメントから選択されたアイテムを渡しています。

• また、serviceConfig オブジェクトを使用して、サービス名と操作名を保存しています。

var operationName = this.serviceConfig.OPERATION_NAME;

var headers= {};

var data= {};

data.newsType = selectedRowItem.newsType;

integrationSvc.invokeOperation(operationName, headers, data, 
operationSuccess.bind(this), operationFailure.bind(this));
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Integration サービスでの成功時のコールバック
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function operationSuccess(res){

//code for success call back

voltmx.application.dismissLoadingScreen();

this.view.segNews.widgetDataMap={lblTitle :"title", imgMedia:"media", 
lblDesc:"description"};

this.view.segNews.setData(res.channel);

this.view.flxNews.isVisible = true;

}

function operationFailure(res){

//code for failure call back

voltmx.application.dismissLoadingScreen();

alert("Service error:"+ JSON.stringify(res));

}
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Integration サービスでの成功時のコールバック (続き)
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• PostProcessor がテンプレートを返すように設定した場合、テンプレートを作成させることで、そ
れを考慮するようにします。

• 複数のオプションでサポートできます。
• 結果セットからテンプレートを削除するためのクライアントコードを追加する

• Foundry PostProcessorのサンプルを更新して、テンプレートを返さないようにする （再公開を忘れ
ずに）
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シングルセレクト用 Invoke Function
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• 行のクリックイベントで Invoke Function アクションを使用して呼び出します。

• 選択された行をパラメータとして送信することを忘れないでください。
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結果 – シングル選択の場合
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• 以下はデモアプリの例です。

• 下矢印を選択時

• セグメントを表示

• 上向き矢印も表示されます

• 下矢印は非表示

• 項目選択後、上向き矢印選択時

• フレックスコンテナを折りたたむ。

• 選択したアイテムの getNews

メソッドを呼び出す。

• 下向き矢印を表示する。

• 上向き矢印を非表示にする
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次のステップ - セクション
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• セクションのデータを表示するために、クライアントコードを更新する

• バージョン 1: セクションのテンプレートがない場合
• 結果セットに newsType を文字列として追加します。
• [{"Sports", [{row1}, {row2}, …{row#}];

• バージョン 2: セクションのテンプレートがある場合
• widgetDataMap を更新することを忘れないでください。
• [{"lblSection":"Sports"template:"flxSecTemplate", [{row1}, {row2}, …{row#}];

• バージョン3: 複数選択可能なウィジェットのサポートを追加
• 複数行を送信し、すべての行を処理したときを知るためにロジックを更新する。
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次のステップ - 複数の結果セット
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• セクションをサポートするようにコードを更新したら、次のステップとして、複数の結果セットをサ
ポートするようにします。

• セグメントウィジェットのマルチセレクトの動作を使用できます。

• getNews メソッドをクローンして、ループ内で呼び出します。

• 結果セットの数と選択された行の数を比較し、すべての行を受信したことを確認します。

• addAll や addSectionAt など、他のセグメントメソッドも試してみましょう。

• 各コールは非同期なので、送信したときとは異なる順番で結果を受け取る可能性があることに注意
します。
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Iris - アプリの設計
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• UI を設計して、以下を含むようにします。

• 1 つ以上のニュースの種類を選択する方法、セグメントとチェックボックスグルー プが最適な選択肢です。

• 出力を受け取るセグメント

• アクションをトリガーする方法

• オプションで必要なUI

• Foundryコードで参照されるすべてのテンプレートを作成します。

• 注意

• コード例は簡潔にするために編集されることがあります。

• 必要に応じて、演習をダウンロードし、Iris にインポートできます。
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コントローラーの更新
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• サンプルコードは必ず"requireJS"形式で記述してください。

• この例では、データを表示する前にセクションをキャプチャするために使用するグローバルパラメー
ターと、設定オブジェクトを示しているので、将来的にこのコードをテンプレートとして使用できます。

var globalNewsArray=[];
define({ 
serviceConfig : {
SERVICE_NAME:"NYTXMLSvc",
OPERATION_NAME :"getArticles"

},
getNews : function (selectedRowItem) {

//あなたのコードがここにきます。

}
}
});
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コントローラーの更新 (つづき)
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function operationSuccess(res) {

//成功コールバックのためのコード

voltmx.application.dismissLoadingScreen();

voltmx.print("####:"+ JSON.stringify(res));

var myData = []; //for collection of section/rowarray item

//セクションオブジェクトを作成し、セクション配列に追加する

var mySection = {}; //build section object

mySection.sectionTitle = res.newsType; //set the newstype we received back

mySection.template ="flxSectionNewsType"; //set template

myData.push(mySection); //add section

myData.push(res.channel); //add rows
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コントローラーの更新 (つづき)
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//行 (row) の保存

globalNewsArray.push(myData);

//全ての結果が処理されたかどうかのチェック

if (globalNewsArray.length === this.view.segChoice.selectedRowItems.length){

this.view.segNews.widgetDataMap = {lblHeading :"sectionTitle", 

lblTitle :"title", imgMedia:"media", lblDesc:"description"};

this.view.segNews.setData(globalNewsArray);

this.view.flxNews.isVisible = true;

this.view.forceLayout();

}

}
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マルチセレクトのスニペットの使用
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• このスニペットは、ループの中で getNews を呼び出す例です。

self.view.segNews.removeAll();
globalNewsArray = [];
self.view.flxNews.isVisible = false;
for (i = 0; i < self.view.segChoice.selectedRowItems.length; i++) {

self.getNews(self.view.segChoice.selectedRowItems[i]);
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結果 - セクション内の複数の結果
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• 以下は、デモアプリの例です。

• 下矢印を選択する。

• マルチセレクトセグメントを表示。

• 上向き矢印も表示。

• 下矢印を非表示にする。

• 選択後、上向き矢印を表示

• フレックスコンテナを折り畳む。

• 選択した各項目について

getNews メソッドを呼び出す。

• 下向き矢印の表示。

• 上向き矢印を非表示にする
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